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地
域
討
論
集
会

で 
 

 
 

 

の
挨
拶
で
、
鈴
木

会 
 

 
 

 

圭
連
合
岩
手
会
長

長 
 

 
 

 

代
行
は
、
九
月
に

発 
 

 
 

 

発
覚
し
た
不
正
経

案 
 

 
 

 

理
事
案
を
捉
え
、

「
信
頼
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
、
多

大
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
挨
拶
が

あ
り
、
今
春
闘
は
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
も
あ
っ
て
厳
し
い
状
況
。

来
年
に
つ
な
げ
る
春
闘
に
し
て
い

き
た
い
。
経
営
者
協
会
に
連
合
の

思
い
を
伝
え
て
き
た
。
銀
行
の
現

場
窓
口
は
厳
し
い
対
応
を
し
て
い

る
。
岩
手
労
働
局
へ
の
対
応
、
県

議
会
に
も
政
府
な
ど
へ
の
請
願
を

求
め
る
。
こ
れ
か
ら
山
場
を
迎
え

る
地
場
・
中
小
の
闘
い
で
は
、
賃

金
が
難
し
い
場
合
に
は
労
働
条

件
、
環
境
改
善
な
ど
、
会
社
へ
の

交
渉
を
訴
え
た
。 

星
事
務
局
長
代
行
か
ら
は
、
経

済
活
動
の
停
滞
、
九
万
人
に
お
よ

ぶ
解
雇
や
雇
い
止
め
に
よ
る
雇
用

悪
化
な
ど
、
春
闘
課
題
、
意
義
と

目
的
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。 

二
月
二
二
日
と
二
六
日
の
幹
事

会
開
催
時
に
「
二
〇
二
一
春
闘
情
報

交
換
会
」
を
実
施
、
闘
争
状
況
や
労

働
環
境
課
題
な
ど
を
確
認
し
共
に

闘
い
ぬ
く
決
意
を
固
め
合
っ
た
。 

 

< 

各
単
組
か
ら
の
主
な
報
告 

> 

▽
二
年
に
一
回
の
要
求
、
▽
勤
務
管

理
は
Ｐ
Ｃ
、
▽
安
全
衛
生
委
員
会
は

回
付
開
催-

組
合
員
の
声
を
取
り
扱

っ
て
い
る
、
▽
勤
務
は
フ
レ
ッ
ク
ス

で
自
己
申
告
、
▽
小
さ
い
職
場
で
管

理
者
と
合
わ
ず
メ
ン
タ
ル
者
が
い

る
、
▽
子
供
の
学
校
休
業
に
年
休
で

は
な
く
自
宅
待
機
、 

▽
二
年
サ
イ
ク
ル 

の
賃
金
要
求
で
今 

年
度
は
一
時
金
要 

求
、
▽
コ
ロ
ナ
で 

厳
し
く
一
時
金
が 

で
な
い
、
▽
今
年 

度
は
一
時
金
要
求 

拠
点
ご
と
に
対
応 

す
る
、
▽
年
休
五 

日
間
は
九
五
％
以 

二
月
一
七
日
、
釜
石
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー<

Ｐ
Ｉ
Ｔ>

に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
、

参
加
者
を
限
定
し
、
二
〇
二
一
春
闘
釜
石
・
遠
野
地
域
討
論
集
会
を
開
催
し
た
。
集
会
に
は
四
三
名
が
参

加
し
、
二
〇
二
一
春
季
生
活
闘
争
の
共
闘
体
制
強
化
、
課
題
の
把
握
、
労
働
環
境
の
改
善
を
確
認
し
合
う

と
と
も
に
、
同
日
に
実
施
し
た
「
議
会
活
動
報
告
会
」
で
は
、
釜
石
市
議
会
議
員
の
菊
池
秀
明
氏
、
三
浦

一
泰
氏
か
ら
災
害
復
興
の
進
捗
状
況
や
直
面
す
る
課
題
の
話
を
聞
い
て
地
域
の
行
政
動
向
を
把
握
し
た
。 

雇用の不安 雇い止めの 

不安はありませんか？ 

大和田 理 
JP 労組 岩手南リ
アス支部 支部長 

 
 

 
連合本部は、被災直後から、組合員やその家

族の安否確認、被災状況の把握、物資の確保に
奔走し、被災地域全体の早期復旧に向けて全力
を尽くした被災地の労働組合からのメッセージ
を掲載した。元地協議長-大和田さんの寄稿を紹
介します。 

 

 

 
 

あの震災で、当時の支部長が
犠牲になった。つらく悲しい経
験をしたが、その後の救援・復
旧活動を通じて、労組は一回り
大きくなり団結も強まった。職
場の危機管理体制も整備され
た。日常の生活がいかに幸せで
あるか、家族・仲間地域のつな
がりがいかに大切であるかを 

強く感じる日々だった。 
あれから 10 年･･･。見た目の傷は修復された

が、人々の心には様々な傷が残っている。最近
は「震災の教訓が生かせていない」という声も
聞こえてくる。悲劇を繰り返さないために、私
たちには命の大切さと災害への備えを訴え続け
ていく使命がある。 “忘れないで下さい、多
くの尊い命が奪われたことを” “忘れないで
下さい、一番大切なのは命だということを” 

連
合
推
薦
市
議
会
議
員
か
ら
、
地
域
討
論
集
会

時
に
釜
石
市
議
会
、
二
月
二
二
日
の
情
報
交
換
会

時
に
遠
野
市
議
会
の
報
告
を
受
け
た
。 

 

【
菊
池
秀
明 

議
員
】 

 
 

 
 

 
 

 

東
日
本
大
震
災
で
受
け
た
被
害 

 
 

 
 

 
 

の
復
興
状
況
、
災
害
公
営
住
宅
の 

家
賃
問
題
に
つ
い
て
報
告
を
受
け 

災
害
公
営
住
宅
一
三
一
六
戸
が
完

成
し
、
被
災
者
は
す
べ
て
入
居
済
、
被
災
地
の
整

備
も
完
了
し
た
。
仮
設
住
宅
は
三
月
末
ま
で
に
解

体
が
完
了
予
定
。
上
平
田
水
門
工
事
や
道
路
の
嵩

上
げ
工
事
等
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。
釜
石
市
と

水
産
会
社
な
ど
が
協
働
で
サ
ク
ラ
マ
ス
の
養
殖
試

験
を
始
め
た
、
管
理
養
殖
は
久
慈
・
宮
古
・
大
槌

に
続
き
四
番
目
と
な
る
。
災
害
公
営
住
宅
の
家
賃

は
、
世
帯
収
入
が
増
え
る
と
増
額
さ
れ
る
。
所
得

と
並
行
し
て
家
賃
が
上
昇
す
る
こ
と
か
ら
若
い
方

が
退
去
、
老
夫
婦
し
か
住
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ

る
。
こ
の
現
象
は
全
国
的
な
問
題
で
あ
る
。
等 

  
 

 
 

 
 

【
三
浦
一
泰 

議
員
】 

 
 

 
 

 
 

 

雇
用
関
係
と
政
策
制
度
に
つ
い 

て
報
告
を
受
け
、
有
効
求
人
倍
率 

は
一
倍
弱
、
こ
の
状
況
は
、
今
後 

も
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
雇
用
主

と
求
職
者
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
、
企
業
に
は
人

を
呼
び
込
む
手
立
て
を
相
談
す
る
「
し
ご
と
・
く

ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
釜

石
に
開
設
し
た
。
三
陸
道
路
と
港
湾
を
有
効
に
使

っ
て
物
を
動
か
し
、
働
き
や
す
い
・
元
気
な
街
へ

と
つ
な
げ
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
る
こ
と
が
困

難
、
皆
さ
ん
の
話
を
聞
き
、
意
見
集
約
か
ら
自
治

体
の
政
策
制
度
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
。
等 

 

【
小
松
正
真 

議
員
】 

市
議
会
の
資
材
は
、
当
日
に
配 

 
 

 
 

 
 

付
さ
れ
る
の
で
対
応
に
苦
慮
し
て 

い
る
。
遠
野
市
の
財
政
状
況
と
使 

わ
れ
方
、
公
共
事
業
な
ど
の
進
捗

状
況
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
税
収
が
減
っ
て
き
て

い
る
。
等
の
報
告
を
受
け
た
。
沿
岸
被
災
地
と
の

文
化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
拠
点
で
も
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
夢
と
希
望
に
向
か
う
本
の
施
設

「
こ
ど
も
本
の
森 

遠
野
」
の
運
営
な
ど
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
意
見
交
換
を
し
た
。 

  

 

 

上
が
所
得
し
て
い
る
、
▽
窓
口
業
務
の
今
年
度
登

用
者
は
０
、
▽
期
末
・
勤
勉
手
当
が
据
置
、
諸
休

暇
の
有
給
化
を
求
め
て
い
る
、
▽
勤
務
管
理
は
教

育
事
務
所
ご
と
に
違
い
Ｐ
Ｃ
や
タ
イ
ム
カ
ー
ド
、

▽
人
事
院
勧
告
は
八
月
頃
に
示
さ
れ
る
、
▽
年
間

五
日
以
上
の
休
暇
取
得
は
総
務
課
か
ら
指
導
、
▽

六
〇
歳
か
ら
働
き
方
を
変
え
て
再
雇
用
、
同
一
労

働
同
一
賃
金-

福
利
厚
生
な
ど
に
差
が
あ
り
格
差

是
正
の
対
応
、
▽
人
材
不
足
で 

長
時
間
労
働
、
欠
員
補
充
を
求 

め
て
い
る
、
▽
コ
ロ
ナ
対
策
で 

手
作
業
が
多
い
、
ヘ
ル
パ
ー
が 

来
て
い
る
が
間
に
合
わ
な
い
、 

▽
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
の
使 

い
方
が
制
約
さ
れ
、
使
い
勝
手 

が
悪
い
、
▽
会
計
年
度
職
員
の 

処
遇
改
善
、
▽
昼
間
の
照
度
計 

測
が
基
準
で
照
明
が
暗
く
、
コ 

ロ
ナ
対
策
の
換
気
で
寒
い
、
▽ 

コ
ロ
ナ
で
人
の
流
れ
が
止
ま
っ 

て
一
時
帰
休
、
暇
に
な
っ
て
い 

る
、
今
年
は
厳
し
い
。
等 

3 月 18 日、回答引き出しの状況について神津中央闘争
委員長は、「社会の持続性」を実現するため、分配構造の転
換につながり得る賃上げと、誰もが安心・安全に働くこと
ができる環境の実現を求め、交渉を展開している。第１先
行組合回答引き出しのヤマ場（3 月 16～18 日）において
多くの組合が回答を引き出した。 

現時点までに示された回答は、ここ数年の賃上げと労働
条件の維持・向上の流れを維持するものであり、コロナの
影響で状況に幅がある中でも、これまでの組合員の努力に
最大限報いるとともに、日本経済・社会の将来を見据えた
労使の責任を重く受け止めた結果であると認識する。 

<文中 一部省略>       とコメントを発信した。 
 

▼ 2021.3.19 付 岩手日報記事から ▲ 

賃上げ     年間一時金 

ﾄﾖﾀ自動車 平均 9,200 円ベア含むか示さず 6.0 ヵ月分 

スバル   ベア見送り定昇のみ 5.2 ヵ月分 

三菱電機  ベア 1,000 円   5.7 ヵ月分 

東  芝  ベア 1,000 円   業績連動 

 


